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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軸方向への引き・戻し操作と引き状態での回転操作が可能な回転スイッチと、
　前記回転スイッチの操作による移動位置情報と回転情報を検出する検出部と、
　回転スイッチ戻し状態で、表示部に時刻表示する第１の表示状態とし、回転スイッチ引
き状態で、前記表示部に時刻表示以外の機能の状態を表示する第２の表示状態とする表示
制御手段と、
　前記第２の表示状態において、前記回転スイッチの回転操作による前記検出部の回転情
報に基づき、前記機能の有効、無効の設定変更を行わせ、当該設定変更後の状態表示を行
わせる設定変更制御手段と、
　前記第２の表示状態から前記第１の表示状態への移行は、第２の表示状態の表示を所定
期間保持した後に行わせる表示状態保持手段と、
　を備えることを特徴とする電子時計。
【請求項２】
　前記表示部は、時計の文字板と指針から構成されており、前記第２の表示状態を表示す
る指針は秒針であることを特徴とする請求項１記載の電子時計。
【請求項３】
　前記表示部は、表示素子で構成されていることを特徴とする請求項１記載の電子時計。
【請求項４】
　前記回転スイッチの軸方向への移動が３段階以上可能に構成され、前記回転スイッチの
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戻し状態と回転スイッチの引き状態が隣接する段になっていることを特徴とする請求項２
または請求項３に記載の電子時計。
【請求項５】
　前記機能は、標準電波受信機能または、アラーム報知機能であることを特徴とする請求
項２～請求項４のいずれか一項に記載の電子時計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、りゅうずを用いて機能設定を行う電子時計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、指針と操作部材である「りゅうず」とを備えた時計が知られている。このよ
うな時計において、りゅうずは時計本体の側面に設けられ、りゅうずが押し込まれて戻さ
れている状態（りゅうず戻し状態）では時計の指針は時刻を表示し、使用者がりゅうずを
引くと（りゅうず引き状態）、時計の秒針は停止し、りゅうずを回転させることで時分針
を修正することが可能である。
　近年、りゅうずに時分針修正以外の種々の機能を持たせた時計、すなわち、りゅうずの
操作により、これらの機能の表示あるいはこれら機能に関する設定が可能である時計が開
発されている。たとえば、時計の時分針および秒針は、「りゅうず戻し状態」において時
刻を表示しているが、「りゅうず引き状態」で時計の秒針が「標準電波受信が設定されて
いるか、設定されていないか」を表示するような時計である。そして、「りゅうず引き状
態」にて使用者は、りゅうずを回転させることにより、標準電波受信機能を設定または解
除することができる。
【０００３】
　このような、りゅうずの多機能化に対応して、以下のような技術が開示されている。特
許文献１では、２段引きのりゅうず（２段引き状態／１段引き状態／零段引き状態（りゅ
うず戻し状態））において、りゅうずを２段引き状態から１段引き状態にする際に、誤っ
て零段引き状態に入ってしまうことを防止するため、２段引き状態から１段引き状態を通
過したのち、一定期間りゅうず入力を無効にする技術が開示されている。
　特許文献２では、モード切替の為りゅうずを１段引き状態にした際に、秒針を３０秒位
置で停止させる等の手段により警告表示して、りゅうずの押し込み忘れによるモード誤切
替発生の可能性を低減させる技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特公昭５７－４９８７７号公報
【特許文献２】特開２００５－３００３７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、「りゅうず戻し状態」（零段引き状態）と「りゅうず引き状態」（１段引き
状態）における秒針の指し示す機能表示内容を異ならせる場合、以下のような不具合が存
在していた。
【０００６】
　例えば、りゅうずが引き状態になると、標準電波の受信設定モードに移行するような場
合を仮定する。具体的には、りゅうず引き状態において、秒針の機能は秒の指針から標準
電波受信設定のＯＮ／ＯＦＦを指針するように変化し、りゅうずを回転することで標準電
波受信設定のＯＮ／ＯＦＦを切替える場合を仮定する。このような場合、りゅうずを戻す
ときに誤ってりゅうずが回転してしまうと、秒針の設定切替表示がされることなく、通常
表示状態である秒の表示に切り替わってしまい、誤って設定されてしまった設定情報が表
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示されないという課題が存在していた。
【０００７】
　とくに、「ねじロックりゅうず」の場合にかかる課題が顕著であった。ねじロックりゅ
うずとは、防水性を高めるために用いられる「りゅうず」である。りゅうずの一部にネジ
が切ってあり、操作しない場合には、時計本体の所定部分にネジ締めしておくものである
。使用者は先ず、ネジを例えば手前に回転して緩め、引くことのできる状態（まだ零段引
きの状態）にしてから、りゅうずを引いて、標準電波受信モードに移行させる。標準電波
受信モードでの操作を終えると使用者はりゅうずを戻し、その後、ネジを締める。しかし
、りゅうずを戻すとともに、ネジロック操作をしてしまう、すなわち回転動作と戻す動作
を同時に行ってしまう事があり、秒針が時刻の秒表示に戻ってしまうために、誤って設定
されてしまった設定情報が認識されないという課題が存在していた。
【０００８】
　本発明の目的は、かかる従来の課題に鑑みてなされたものであり、りゅうずが引き状態
である第２の表示状態からりゅうずが戻し状態である第１の表示状態への移行操作におい
て、誤ってりゅうずを回転させてしまっても、誤った回転に起因する第２の表示状態での
設定内容を確認できる電子時計を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、上記目的を達成するため、
　軸方向への引き・戻し操作と引き状態での回転操作が可能な回転スイッチと、
　前記回転スイッチの操作による移動位置情報と回転情報を検出する検出部と、
　回転スイッチ戻し状態で、表示部に時刻表示する第１の表示状態とし、回転スイッチ引
き状態で、前記表示部に時刻表示以外の機能の状態を表示する第２の表示状態とする表示
制御手段と、
　前記第２の表示状態において、前記回転スイッチの回転操作による前記検出部の回転情
報に基づき、前記機能の有効、無効の設定変更を行わせ、当該設定変更後の状態表示を行
わせる設定変更制御手段と、
　前記第２の表示状態から前記第１の表示状態への移行は、第２の表示状態の表示を所定
期間保持した後に行わせる表示状態保持手段と、
　を備えることを特徴とする電子時計である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に従うと、回転スイッチによる第２の表示状態から第１の表示状態へ移行する際
、所定時間第２の表示状態を保持した後第１の表示状態に移行することにより、誤って回
転スイッチを回転させてしまっても、誤った回転に起因する第２の表示状態における設定
内容を確認できる電子時計を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態に係る電子時計１００の外観を示す図である。
【図２】本発明の実施形態に係る電子時計１００の内部構成を示すブロック図である。
【図３】電子時計１００の部分断面図であって、りゅうず部およびその近傍を示した図で
ある。
【図４】図３におけるりゅうず部を回路基板側から見た拡大裏面図である。
【図５】図４において回路基板を取り外した状態を示した要部の拡大裏面図である。
【図６】図４のＡ－Ａ矢視における拡大断面図である。
【図７】図５の状態で巻真を第２の位置に引き出した状態を示した要部の拡大裏面図であ
る。
【図８】図７のＢ－Ｂ矢視における拡大断面図である。
【図９】図５において地板にオシドリ、オシドリばね、スイッチ板を配置した状態を示し
た要部の拡大裏面図である。
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【図１０】図９のスイッチ板およびこれに対応する箇所の回路基板を示し、（ａ）は図９
のＥ－Ｅ矢視における要部の拡大断面図、（ｂ）はその回路基板の接点部を示した図であ
る。
【図１１】磁石部材の拡大断面図を示した図である。
【図１２】りゅうず１０を操作して時刻表示機能から、他機能状態表示である、標準電波
受信機能（以下、標準電波受信モードという）に移行させ、受信設定のＯＮ／ＯＦＦを切
り替える動作についての従来の例を示す説明図である。
【図１３】図１２に対応した、りゅうずと指針の状況を示すタイミングチャートである。
【図１４】本発明の実施形態に係る、りゅうず１０を操作して標準電波の受信設定モード
に移行させ、受信設定のＯＮ／ＯＦＦを切り替える動作についての説明図である。
【図１５】本発明の実施形態に係る、図１４に対応した、りゅうずと指針の状況を示すタ
イミングチャートである。
【図１６】本発明の実施形態に係る、りゅうず引き／戻し処理のフローチャートを示す。
【図１７】本発明の実施形態に係る、りゅうず回転処理のフローチャートを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１３】
　図１は、本発明の実施形態に係る電子時計１００の外観を示す図である。電子時計１０
０は、時計ケース１と文字板７と秒針３１、分針３２、時針３３および回転スイッチであ
るりゅうず１０を備えている。文字板７上で３本の指針（秒針３１、分針３２、時針３３
）が回転して、時刻表示を行う。ここで、文字板７と秒針３１、分針３２、時針３３が表
示部である。
【００１４】
　図２は、本発明の実施形態に係る電子時計１００の内部構成を示すブロック図である。
この電子時計１００は、複数の指針（秒針３１、分針３２、時針３３）と、秒針３１を運
針する第１モータ３４と、分針３２および時針３３を運針する第２モータ３５と、第１モ
ータ３４の回転運動を秒針に伝達するとともに、第２モータ３５の回転運動を分針３２お
よび時針３３に伝達する輪列機構３６と、第１モータ３４をステップ駆動する駆動回路３
７と、第２モータ３５をステップ駆動する駆動回路３８と、りゅうず１０を操作すること
により、りゅうず軸方向の位置情報とりゅうず回転情報を出力する検出部５２と、標準電
波を受信するアンテナＡＮと、標準電波からタイムコードを検波する電波受信部４１と、
計時のために一定周期の信号を生成する発振回路４４および分周回路４５と、計時を行う
計時回路４６と、電子時計全体の制御を行うＣＰＵ（中央演算処理装置）４０と、ＣＰＵ
４０に作業用のメモリ空間を提供するＲＡＭ４３（Random Access Memory）と、ＣＰＵ４
０が実行する制御プログラムや制御データが格納されたＲＯＭ４２（Read Only Memory）
と、アラーム音を出力するためのブザー回路４７およびスピーカ４８等を備えている。
【００１５】
　検出部５２は、りゅうずの回転を検出する磁気センサ１５および磁気センサ１５の検出
信号を処理してりゅうずの回転方向および回転角度を算出する回転検出部５０と、りゅう
ずを戻し・引いた際の段位置を検出するスイッチ部５１（接触バネ部２２ａ、接点部２５
ａ、２５ｂ）を備えている。
【００１６】
　ＲＯＭ４２には、駆動回路３７、３８にパルス信号を出力して指針３１～３３を回転さ
せ、時刻を表示する時刻表示モード処理のプログラム、標準電波による時刻修正とそれに
付随した処理とを行う「標準電波による修正処理」のプログラム、ならびに、「りゅうず
引き／戻し処理」、「りゅうず回転処理」のプログラムなどが格納されている。
【００１７】
　図３は電子時計１００の部分断面図であって、りゅうず部６およびその近傍を示した図
である。図４は、図３におけるりゅうず部６を回路基板２５側から見た拡大裏面図である
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。図５は、図４において回路基板を取り外した状態を示した要部の拡大裏面図である。図
６は、図４のＡ－Ａ矢視における拡大断面図である。図７は、図５の状態で巻真を第２の
位置に引き出した状態を示した要部の拡大裏面図である。図８は、図７のＢ－Ｂ矢視にお
ける拡大断面図である。図９は図５において地板にオシドリ、オシドリばね、スイッチ板
を配置した状態を示した要部の拡大裏面図である。図１０は図９のスイッチ板およびこれ
に対応する箇所の回路基板を示し、（ａ）は図９のＥ－Ｅ矢視における要部の拡大断面図
、（ｂ）はその回路基板の接点部を示した図である。図１１は、磁石部材の拡大断面図を
示した図である。
【００１８】
　電子時計１００の時計ケース１の上部開口部には、時計ガラス２がパッキン２ａを介し
て取り付けられており、この時計ケースの下部には、裏蓋３が防水リング３ａを介して取
り付けられている。時計ケース１の内部には、図３に示すように時計モジュール４が中枠
５によって設けられている。また、文字板７の上面にはリング状の見切部材８が設けられ
ている。
【００１９】
　りゅうず部６は、図３に示すように、時計ケース１側壁部に回転可能に挿入されて外部
に突出するりゅうず１０と、このりゅうず１０に取り付けられて時計モジュール４内の地
板１１に軸方向に移動操作可能で且つその軸を中心とする回転方向にも回転操作可能に設
けられた巻真１２と、この巻真１２の軸方向における移動位置を規制する位置規制部材１
３と、巻真１２にスライド可能に設けられて巻真１２と共に回転する磁石部材１４と、こ
の磁石部材１４の円周方向に位置して磁石部材１４の回転を検出する磁気センサ１５等で
構成されている。
【００２０】
　巻真１２は図３に示すように、ほぼ丸棒状に形成され、その一端部にりゅうず１０が取
り付けられ、時計ケース１の側壁部に設けられた貫通孔１ａに外部から挿入されている。
また、巻真１２は、その他端部が地板１１に軸方向に移動操作可能で、且つその軸を中心
とする回転方向にも回転操作可能に取り付けられている。これにより、巻真１２は、りゅ
うず１０を引き出し方向に操作すると、これに伴って軸方向に移動し、また竜頭１０を回
転方向に操作すると、軸回りに回転するように構成されている。
【００２１】
　また、この巻真１２は、図５～図８に示すように、そのほぼ中間部に小径の段差凹部１
２ａが環状に設けられており、この段差凹部１２ａにおける時計モジュール４の内部側に
位置する先端側（図６では左端側）には、図６および図８に示すように、後述する磁石部
材１４をスライド可能に取り付けるための、断面形状が四角形状の角棒状に形成された係
合軸部１６が設けられている。
【００２２】
　さらに、この巻真１２の内部側に位置する係合軸部１６の先端部(図６では左端部)には
、図６および図８に示すように、小径の軸部１２ｂが設けられている。この軸部１２ｂは
、丸棒状に形成され、地板１１に設けられたガイド穴１１ａ内に軸方向に移動可能で且つ
その軸を中心に回転可能な状態で挿入されている。これにより、巻真１２は、図６に示す
ように、軸方向（矢印Ｘ方向）に押し込まれて戻された第１の位置（零段の位置）と、図
８に示すように、軸方向（矢印Ｙ方向）に引き出された第２の位置（１段の位置）とに移
動するように構成されている。
【００２３】
　位置規制部材１３は、図５～図９に示すように、オシドリ２０、オシドリばね２１、ス
イッチ板２２、および押え板２３を備えている。オシドリ２０は、図５に示すように、平
板状に形成され、地板１１に設けられた支持軸１７に回動可能に取り付けられ、巻真１２
の軸方向への移動に応じて支持軸１７を中心に回動するように構成されている。
【００２４】
　すなわち、オシドリ２０には、図９に示すように、巻真１２の段差凹部１２ａ内に配置
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される連動アーム部２０ａと、オシドリばね２１によって弾力的に位置規制される連動ピ
ン２０ｂと、スイッチ板２２をオシドリ２０と共に回動させる連結ピン２０ｃとが設けら
れている。これにより、オシドリ２０は、巻真１２が軸方向に移動すると、巻真１２の段
差凹部１２ａの移動に伴って連動アーム部２０ａが揺動することにより、支持軸１７を中
心に回動するように構成されている。
【００２５】
　オシドリばね２１は、図９に示すように、板ばねであり、オシドリ２０の近傍に位置す
る箇所の地板１１に固定され、オシドリ２０の連動ピン２０ｂを弾力的に保持して位置規
制することにより、オシドリ２０の回動位置を規制して巻真１２の軸方向の移動位置を規
制するように構成されている。すなわち、このオシドリばね２１は、図９に示すように、
その先端部にオシドリ２０の連動ピン２０ｂを弾力的に保持する位置規制部２４が設けら
れている。
【００２６】
　この位置規制部２４には、図９に示すように、連動ピン２０ｂを弾力的に係止する複数
の係止凹部２４ａ、２４ｂが設けられている。これにより、オシドリばね２１は、図６に
示すように、巻真１２が押し込まれて戻された第１の位置状態のときに、図５、図９に示
すように、オシドリ２０の連動ピン２０ｂを位置規制部２４の一方の係止凹部２４ａで弾
力的に係止することにより、巻真１２を第１の位置（零段の位置）に規制するように構成
されている。
【００２７】
　また、このオシドリばね２１は、図８に示すように、巻真１２が軸方向に引き出された
第２の位置（１段の位置）に移動するときに、図７に示すように、オシドリ２０が支持軸
１７を中心に回動し、これに伴って連動ピン２０ｂが回転移動して位置規制部２４を弾性
変形させ、この弾性変形した位置規制部２４の他方の係止凹部２４ｂがオシドリ２０の連
動ピン２０ｂを弾力的に係止することにより、巻真１２を第２の位置（１段の位置）に規
制するように構成されている。
【００２８】
　スイッチ板２２は、図９、図１０に示すように、金属板からなり、オシドリ２０と共に
地板１１の支持軸１７に回転可能に取り付けられている。このスイッチ板２２には、図１
０(ａ)に示すように、後述する回路基板２５の上面に接触して摺動する接触ばね部２２ａ
が延設されている。延設されている方向は、図９に示すように、オシドリ２０の連動アー
ム部２０ａと反対側に向けられている。このスイッチ板２２の所定箇所には、図９に示す
ように、オシドリ２０の連結ピン２０ｃが挿入する挿入孔２２ｂが設けられている。
【００２９】
　これにより、スイッチ板２２は、図１０（ａ）に示すように、接触ばね部２２ａの先端
部が回路基板２５の上面に接触した状態で、支持軸１７を中心にオシドリ２０と共に回転
移動し、この接触ばね部２２ａの先端部が回路基板２５の上面に設けられた接点部２５ａ
、２５ｂに対する接触位置を切り替えるように構成されている。押え板２３は、図５、図
７に示すように、オシドリばね２１と共に地板１１にねじ２３ａによって取り付けられて
、オシドリばね２１およびスイッチ板２２を押え付けることにより、オシドリ２０を地板
１１に押し付けるように構成されている。
【００３０】
　ここで、巻真１２の軸方向の位置と、スイッチ板２２の接触ばね部２２ａの状態との関
係を説明する。
【００３１】
　巻真１２が押し込まれて戻された状態（第１の位置：零段位置）では、既述のように、
オシドリ２０の連動ピン２０ｂは位置規制部２４の一方の係止凹部２４ａで弾力的に係止
され、図５、図９のように、スイッチ板２２が支持軸１７を中心にオシドリ２０と共に時
計回りに回動した状態になり、図１０（ｂ）にて接触ばね部２２ａが接点部２５ａに移動
して接触する。
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【００３２】
　一方、巻真１２が軸方向に引き出された状態（第２の位置：１段位置）では、オシドリ
２０の連動ピン２０ｂは位置規制部２４の他方の係止凹部２４ｂで弾力的に係止され、図
７にてスイッチ板２２が支持軸１７を中心にオシドリ２０と共に反時計回りに回動した状
態になり、図１０（ｂ）にて接触ばね部２２ａが接点部２５ｂに移動して接触する。
【００３３】
　図１１は、磁石部材１４をその中心軸に直交する面で切断した状態を示している。巻真
１２にスライド可能に設けられた磁石部材１４は、図６、図８、図１１に示すように、リ
ング状の磁石１８と、この磁石１８を包む樹脂部１９とからなり、全体がほぼ円形板状に
形成され、その中心部に巻真１２の係合軸部１５が挿入する断面四角形状の係合孔１８ａ
が設けられ、図６、図８に示すように、外周面の一部が地板１１に設けられた磁石押え部
２６によって押え付けられた構成になっている。
【００３４】
　これにより、磁石部材１４は、図６、図８に示すように、その係合孔１８ａに巻真１２
の係合軸部１６がスライド可能に挿入し、この状態で巻真１２が軸方向に移動しても、磁
石押え部２６によって押えられていることにより、巻真１２に対し相対的に移動して常に
一定の位置に保持され、この状態で巻真１２と共に回転するように構成されている。
【００３５】
　一方、磁気センサ１５は、図３、図６および図８に示すように、地板１１の裏面（図６
では下面）に設けられた回路基板２５の下面における磁石部材１４と対応する箇所に設け
られている。これにより、磁気センサ１５は、回路基板２５を間に挟んで磁石部材１４と
対応している。この磁気センサ１５は、２つの磁気検出素子、例えば２つの磁気抵抗素子
１５ａ、１５ｂ（ＭＲ素子：Magneto Resistance 素子）と、出力をデジタル化するＩＣ
とを１パッケージに収めたもので、２つの磁気抵抗素子１５ａ、１５ｂで磁石部材１４の
回転に伴う磁界の変化を検出して、高い（ハイ：Ｈ）、低い（ロウ：Ｌ）の２種類の検出
信号を出力するように構成されている。
【００３６】
　すなわち、この磁気センサ１５は、２つの磁気抵抗素子１５ａ、１５ｂの設置位置が異
なっていることにより、磁石部材１４の回転に伴う磁界の変化を検出する際、出力に位相
差が生じ、この位相差によって２種類の検出信号を出力することにより、磁石部材１４の
回転を検出するように構成されている。この場合、２種類の検出信号は、回転検出部５０
で解析されて、磁石部材１４の回転角度および回転方向を算出する。また、磁気センサ１
５の周囲には、図３、図６および図８に示すように、耐磁板２７が配置されている。
【００３７】
　次に、上記のように構成された電子時計１００のりゅうず引き／戻し処理に関する動作
について、図１２から図１６を参照して説明する。
【００３８】
　図１２は、りゅうず１０を操作して時刻表示機能から、他機能状態表示である、標準電
波受信機能（以下、標準電波受信モードという）に移行させ、受信設定のＯＮ／ＯＦＦを
切り替える動作についての従来の例を示す説明図である。
【００３９】
　ここで、標準電波の受信設定のＯＮ状態とは、標準電波受信機能が設定されて有効にな
っている状態である。この状態では、たとえば、１日に１度標準電波を受信して自己の時
刻を修正する。具体的には、ＣＰＵ４０はＲＯＭ４２に格納された「標準電波による修正
処理」のプログラムを実行して、所定時刻（例えば午後１２時）になった場合に電波受信
部４１を起動させて標準電波を受信してタイムコードを取り込む電波受信処理、取り込ん
だタイムコードを判別して計時回路４７の計時データを修正する自動時刻修正処理を行う
。一方、標準電波の受信設定のＯＦＦ状態とは、標準電波受信機能が解除されて無効にな
っている状態である。
【００４０】
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　図１２（Ａ）はりゅうず１０が戻し状態であり、指針は「第１の表示状態」（時刻表示
機能）を示している。すなわち、秒針３１、分針３２、時針３３は、ともに時刻を示して
いる。図１２（Ｂ）は、りゅうず１０を引いた状態（りゅうず引き状態）を示す。この場
合、秒針５は、「第２の表示状態」である標準電波受信モードを表示する。図１２（Ｂ）
では、秒針３１が、文字板７の外周の「ＯＮ」文字を指針している。これは、標準電波受
信設定が有効（以下「ＯＮ」状態という）であることを示している。一方、分針３２、時
針３３は時刻表示を継続している。
【００４１】
　図１２（Ｂ）において、使用者が、りゅうず１０を例えば時計回転方向に９０度回転さ
せると、標準電波受信設定が有効（ＯＮ状態）から無効（以下「ＯＦＦ」状態という）へ
設定変更され、秒針３１が３２ステップ／秒の速度でＯＮ位置からＯＦＦ位置に変位する
。図１２（Ｃ）は秒針３１がＯＦＦ位置に変位した後の状態を示す。
【００４２】
　図１２（Ｃ）において、使用者が、りゅうず１０を押し込む場合を説明する。りゅうず
１０を押し込むと、図１２（Ｄ）に示すように、「第１の表示状態」（時刻表示機能）に
戻る。すなわち、秒針が、指示されていた設定値（図１２（Ｃ）ではＯＦＦ位置）から現
在の秒を示す位置に３２ステップ／秒の速度で変位する。
【００４３】
　ところが、りゅうず１０を押し込んで戻すときに誤って、りゅうず１０が回転してしま
うと、標準電波受信設定がＯＦＦからＯＮに変わってしまう。特に、ねじロックりゅうず
の場合、一度に操作しようとして、回しながら押してしまうことがある。その場合におい
ても、図１２（Ｄ）に示すように秒針は、「第２の表示状態」（標準電波受信モード）を
表示することなく「第１の表示状態」（時刻表示機能）に戻ってしまう。したがって、戻
し時にりゅうず１０が回転しなかった図１２（Ｄ）の状態と、りゅうず１０が回転してＯ
Ｎに変化してしまった図１２（Ｅ）の判別がつかない。
【００４４】
　図１３は図１２に対応した、りゅうずと指針の状況を示すタイミングチャートである。
図１３の上段はりゅうずの軸方向の位置を示す。りゅうず引き状態を信号ハイ（Ｈ）、り
ゅうず戻し状態を信号ロウ（Ｌ）として示している。なお、スイッチ部５１において、り
ゅうず引き状態では、接触ばね部２２ａが接点部２５ｂと接触し、戻し状態では、接触ば
ね部２２ａが接点部２５ａと接触している。図１３の中段は、りゅうず回転の有無を示し
ている。すなわち、回転検出部５０の出力に基づき、りゅうず回転時にパルス信号が出力
される。図１３下段は、指針の状況を示したものである。
【００４５】
　図１３において、最初はりゅうず戻し状態であり、信号はＬを示している。そして、指
針は時刻を示している（第１の表示状態）。使用者がりゅうず１０を引くと、りゅうず引
き状態となり、信号はＬからＨに変化する。信号Ｈが検出されると、秒針３１の表示モー
ドは標準電波受信モードに変更され、秒を示していた秒針３１は３２ステップ／秒の速度
で標準電波受信ＯＮ位置に変位される。そして、使用者がりゅうず１０を９０度時計方向
に回転させると、図１における回転検出部５０の出力がＨになり、秒針３１はＯＮ位置か
らＯＦＦ位置に変位する。
【００４６】
　次に使用者は、りゅうず１０を戻そうとする。戻そうとする際、誤って回しながら戻し
てしまうと、りゅうず回転信号が出力され、ＣＰＵ４０は、標準電波受信設定をＯＦＦか
らＯＮに設定変更する。ところが、りゅうず回転とほぼ同時にりゅうずが戻されているの
で、秒針３１は時刻表示機能に移行してしまう。このように、りゅうず１０を戻すときに
誤ってりゅうず１０が回転してしまうと、使用者が「誤って設定した状態」が表示される
ことがない。
【００４７】
　図１４は、本発明の実施形態に係る、りゅうず１０を操作して標準電波の受信設定モー
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ドに移行させ、受信設定のＯＮ／ＯＦＦを切り替える動作についての説明図である。図１
４（Ａ）～（Ｃ）は図１２（Ａ）～（Ｃ）に対応している。すなわち、図１４（Ａ）はり
ゅうず１０が戻し状態で第１の表示状態（時刻表示機能）、図１４（Ｂ）は、秒針３１が
標準電波受信「ＯＮ」状態を表示、図１４（Ｃ）は、使用者が標準電波受信「ＯＮ」状態
から標準電波受信「ＯＦＦ」状態へ設定を変更した後の表示、をそれぞれ示している。
【００４８】
　ここで、使用者が、りゅうず１０を戻して、時刻表示機能に移行させる場合を説明する
。本実施形態では、「りゅうず引き状態」から「りゅうず戻し状態」に移行する際に約１
秒間、秒針３１がりゅうず引き状態における表示状態を保持するように構成されている。
したがって、使用者が誤ってりゅうず１０を回転してしまった場合、図１４（Ｄ）に示す
ように、秒針３１は標準電波受信ＯＦＦ状態から標準電波受信ＯＮ状態に変位し、約１秒
経過すると、図１４（Ｅ）に示すように時計表示モードに移行する。このように、りゅう
ず１０を戻すときに誤ってりゅうず１０が回転してしまっても、使用者は「誤って設定し
た状態」を表示で確認することができる。
【００４９】
　図１５は本発明の実施形態に係る、図１４に対応した、りゅうずと指針の状況を示すタ
イミングチャートである。図１５の中で、（Ａ）～（Ｃ）は、図１３の（Ａ）～（Ｃ）に
対応している。図１５（Ｃ）の後、使用者がりゅうず１０を戻そうとする際、誤って回し
ながら戻してしまうと、図１５中段に示すように、りゅうず回転信号が出力され、ＣＰＵ
４０は、標準電波受信設定をＯＦＦからＯＮに設定変更する。
【００５０】
　本実施形態では、「りゅうず引き状態」から「りゅうず戻し状態」に移行する際に約１
秒間、秒針３１がりゅうず引き状態における表示状態を保持するように構成されている。
したがって、りゅうず１０を戻すときに、誤ってりゅうずが回転してしまっても、秒針３
１は標準電波受信モードの表示を約１秒間行い、使用者は設定した状態が変わってしまっ
たことが確認できる。そこで、使用者は、後で設定を訂正することができる。
【００５１】
　図１６は、本発明の実施形態に係る、りゅうず引き／戻し処理のフローチャートを示す
。電子時計１００の「りゅうず引き／戻し処理」に係る動作について図１６のフローチャ
ートを参照して説明する。
【００５２】
　「りゅうず引き／戻し処理」が開始されると、先ずＣＰＵ４０は、りゅうず１０が引き
状態から戻し状態に移行したかを判別する（ステップＳ１）。具体的には、ＣＰＵ４０は
、スイッチ部５１に由来する信号が、信号Ｈ（引き状態）から信号Ｌ（戻し状態）に変化
したかを判別する。移行したと判別されれば、ステップＳ１で「ＹＥＳ」へ分岐し、秒針
の表示を標準電波受信モード（第２の表示状態）のまま約１秒間保持する（ステップＳ２
）。そして、時刻を指針させ（第１の表示状態）（ステップＳ３）、「りゅうず引き／戻
し処理」を終了する。ここで、ＣＰＵ４０およびステップＳ１、Ｓ２が、表示状態保持手
段である。また、ＣＰＵ４０およびステップＳ３が、表示制御手段である。
【００５３】
　一方、ステップＳ１で「ＮＯ」に分岐すると、ＣＰＵ４０は、りゅうず１０が戻し状態
から引き状態に移行したかを判別する（ステップＳ４）。移行したと判別されれば、ステ
ップＳ４で「ＹＥＳ」へ分岐し、標準電波受信モードに移行し（ステップＳ５）、秒針は
標準電波受信設定のＯＮ／ＯＦＦを指針する（ステップＳ６）。その後、「りゅうず引き
／戻し処理」を終了する。ここで、ＣＰＵ４０およびステップＳ５、Ｓ６が、表示制御手
段である。
【００５４】
　なお、ステップＳ４にて、りゅうず引き／戻し状態に変化がなかった場合には、「ＮＯ
」に分岐し、ＣＰＵ４０はそのまま「りゅうず引き／戻し処理」を終了する。
【００５５】
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　図１７は、本発明の実施形態に係る、りゅうず回転処理のフローチャートを示す。電子
時計１００の「りゅうず回転処理」に係る動作について図１７のフローチャートを参照し
て説明する。
【００５６】
　「りゅうず回転処理」が開始されると、先ずＣＰＵ４０は、現在の表示が標準電波受信
モード（第２の表示状態）であるか否かを判別する（ステップＳ１０）。現在の表示が標
準電波受信モード（第２の表示状態）であると判別されれば、ステップＳ１０で「ＹＥＳ
」へ分岐し、りゅうず回転の有無を判別する（ステップＳ１１）。りゅうず回転が有った
と判別されると、ステップＳ１１で「ＹＥＳ」へ分岐し、ＣＰＵ４０は、標準電波受信設
定のＯＮ／ＯＦＦ状態を設定変更するとともに、秒針３１を対応する指針位置に変位させ
る（ステップＳ１２）。
【００５７】
　ステップＳ１０またはステップＳ１１で「ＮＯ」へ分岐すると、りゅうず回転処理を終
了する。ここで、ＣＰＵ４０およびステップＳ１０～ステップＳ１２が、設定変更制御手
段である。
【００５８】
　以上のように、電子時計１００では、りゅうずによる第２の表示状態から第１の表示状
態への移行は、第２の表示状態の表示を所定期間保持した後に行われるので、誤ってりゅ
うずを回転させてしまっても、誤った回転に起因する第２の表示状態における設定内容を
確認できる電子時計を提供することができる。
【００５９】
　また、表示部は、時計の文字板と指針から構成されており、第２の表示状態を表示する
指針は秒針であるので、秒針で異なる機能を表示することができる。
【００６０】
　なお、本発明は、上記実施の形態に限られるものではなく、様々な変更が可能である。
例えば、本実施形態では、表示部において、「第２の表示状態」を表示するのは秒針であ
ったが、それには限定されない。分針でもよいし、時針であってもよい。また、表示部は
、針式でなく、液晶表示や、有機ＥＬ表示等の表示素子から構成される表示部であっても
よい。この場合、表示部は、「りゅうず戻し状態」と、「りゅうず引き状態」に対応して
「第１の表示状態」と「第２の表示状態」を時間順次に表示部に表示する構成を有する。
【００６１】
　この場合、表示部への表示を、液晶表示素子で行わせることもできるので、デジタル表
示においてもりゅうずを活用することができる。
【００６２】
　また、本実施形態では、りゅうず１０の段位置が、２つ、すなわち、りゅうず引き状態
（１段引き状態）、りゅうず戻し状態（零段状態）であるが、３段階以上の状態を有して
いても良い。この場合、本実施形態に対応するりゅうずの戻し状態とりゅうずの引き状態
とは隣接する段になっていれば良い。
【００６３】
　この場合、りゅうずの軸方向への移動が３段階以上可能に構成され、りゅうずの戻し状
態とりゅうずの引き状態が隣接する段になっていればよいので、りゅうずの機能をさらに
追加することも可能となる。
【００６４】
　また、本実施形態では、「第２の表示状態」の１例として標準電波受信設定について説
明したが、りゅうずによる「第２の表示状態」はそれに限定されず、例えば、アラームＯ
Ｎ／ＯＦＦの設定であってもよい。この場合、アラーム機能が他機能であり、有効とは、
アラーム設定がＯＮになっていることをいい、無効とはアラーム設定がＯＦＦになってい
る状態をいう。また、それ以外の機能であっても、選択的に切り替えることができる機能
であれば本発明の他機能として適用可能である。
【００６５】
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　この場合、他機能として、標準電波受信機能または、アラーム報知機能であるので、そ
れらの機能を第２の表示状態として、誤った回転に起因する第２の表示状態における設定
内容を確認できる電子時計を提供することができる。
【００６６】
　また、本実施形態では、りゅうず１０の回転検出部５０は、りゅうず回転は一方向だけ
（パルスの極性はプラスのみ）で、りゅうずが９０度回転すると１パルス出力し、設定が
たとえばＯＮになり、さらに９０度回して１８０度回転したときにさらにパルスが発生し
、設定がたとえばＯＦＦになるが、１パルス出力するための回転角は９０度でなくてよく
、例えば４５度でもよい。また、それ以外の構成として、例えば、時計回転方向に所定角
度回転すると、設定が例えばＯＦＦからＯＮに変化し、反時計方向に回転したとき例えば
、設定がＯＮからＯＦＦに変化するように構成することもできる。
【００６７】
　また、本実施形態では、りゅうず部６として、りゅうず１０の回転を磁気で検出する場
合を示したが、それには限定されない。たとえば、フォトインタラプタにより光学的にり
ゅうず１０の回転を検出しても良い。さらには機構的な接点を利用してりゅうず１０の回
転を検出しても良い。
【００６８】
　本発明の実施形態を説明したが、本発明の範囲は上述の実施の形態に限定するものでは
なく、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。以下に、本願出願
の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［付記］
＜請求項１＞
　軸方向への引き・戻し操作と引き状態での回転操作が可能な回転スイッチと、
　前記回転スイッチの操作による移動位置情報と回転情報を検出する検出部と、
　回転スイッチ戻し状態で、表示部に時刻表示する第１の表示状態とし、回転スイッチ引
き状態で、前記表示部に時刻表示以外の機能の状態を表示する第２の表示状態とする表示
制御手段と、
　前記第２の表示状態において、前記回転スイッチの回転操作による前記検出部の回転情
報に基づき、前記機能の有効、無効の設定変更を行わせ、当該設定変更後の状態表示を行
わせる設定変更制御手段と、
　前記第２の表示状態から前記第１の表示状態への移行は、第２の表示状態の表示を所定
期間保持した後に行わせる表示状態保持手段と、
　を備えることを特徴とする電子時計。
＜請求項２＞
　前記表示部は、時計の文字板と指針から構成されており、前記第２の表示状態を表示す
る指針は秒針であることを特徴とする請求項１記載の電子時計。
＜請求項３＞
　前記表示部は、表示素子で構成されていることを特徴とする請求項１記載の電子時計。
＜請求項４＞
　前記回転スイッチの軸方向への移動が３段階以上可能に構成され、前記回転スイッチの
戻し状態と回転スイッチの引き状態が隣接する段になっていることを特徴とする請求項２
または請求項３に記載の電子時計。
＜請求項５＞
　前記機能は、標準電波受信機能または、アラーム報知機能であることを特徴とする請求
項２～請求項４のいずれか一項に記載の電子時計。
【符号の説明】
【００６９】
１　時計ケース
１ａ　貫通孔
２　時計ガラス
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２ａ　パッキン
３　裏蓋
３ａ　防水リング
４　時計モジュール
５　中枠
６　りゅうず部
７　文字板（表示部）
８　リング状の見切部材
１０　りゅうず
１１　地板
１１ａ　ガイド穴
１２　巻真
１２ａ　段差凹部
１２ｂ　軸部
１３　位置規制部材
１４　磁石部材
１５　磁気センサ（検出部）
１５ａ、１５ｂ　磁気抵抗素子
１６　係合軸部
１７　支持軸
１８　磁石
１８ａ　係合孔
１９　樹脂部
２０　オシドリ
２０ａ　連動アーム部
２０ｂ　連動ピン
２０ｃ　連結ピン
２１　オシドリばね
２２　スイッチ板
２２ａ　接触ばね部
２３　押さえ板
２３ａ　ネジ
２４　位置規制部（オシドリばね）
２４ａ、２４ｂ　係止凹部（オシドリばね）
２５　回路基板
２５ａ、２５ｂ　接点部
２６　磁石押え部
２７、３０　耐磁板
２７ａ、３０ａ　取付部
２７ｂ、３０ｂ　開口部
３１　秒針（表示部）
３２　分針（表示部）
３３　時針（表示部）
３４　第１モータ
３５　第２モータ
３６　輪列機構
３７　駆動回路
３８　駆動回路
４０　ＣＰＵ（表示制御手段、設定変更制御手段、表示状態保持手段）
４１　電波受信部
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４２　ＲＯＭ
４４　発信回路
４５　分周回路
４６　計時回路
４７　ブザー回路
４８　スピーカ
５０　回転検出部（検出部）
５１　スイッチ部（検出部）
５２　検出部

【図１】 【図２】
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